
　
夏
休
み
、

ト
ラ
ン
プ
米

大
統
領
の
支

持
率
が
低
下

し
続
け
て
も
賑
や
か
さ
は
相
変

わ
ら
ず
だ
。
人
種
差
別
に
よ
る

職
権
乱
用
罪
で
有
罪
と
な
っ
た

元
保
安
官
を
恩
赦
。
多
方
面
か

ら
法
と
倫
理
の
問
題
な
ど
根
源

的
な
批
判
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
▼
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ツ
ビ
ル
で
の

白
人
至
上
主
義
者
集
会
で
、
こ

れ
に
反
対
す
る
市
民
に
極
右
の

男
性
が
運
転
す
る
車
が
突
っ
込

み
、
多
く
の
死
傷
者
が
出
た
。

こ
の
際
の
「
ど
っ
ち
も
悪
い
」

発
言
が
厳
し
く
批
判
さ
れ
、
Ｋ

Ｋ
Ｋ
や
ネ
オ
ナ
チ
に
対
し
、

い
っ
た
ん
は
非
難
の
言
を
呈
し

た
が
、「
無
理
や
り
発
言
を
修

正
さ
せ
ら
れ
た
、
善
良
な
人
達

も
い
た
の
に
」
と
、
人
種
差
別

反
対
の
立
場
を
曖
昧
に
し
た
▼

ト
ラ
ン
プ
の
お
陰
で
「
人
種
差

別
」
問
題
は
、
一
挙
に
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
の
政
治
課
題
と
し
て

再
浮
上
し
、
大
統
領
の
支
持
母

体
で
あ
る
保
守
層
共
和
党
内
で

の
分
断
、
大
統
領
を
補
佐
す
る

は
ず
の
経
済
界
代
表
達
の
諮
問

委
員
辞
職
、
果
て
は
、
全
米
統

合
参
謀
本
部
幹
部
層
が
最
高
司

令
官（
大
統
領
）批
判
を
行
う
ま

で
に
▼
事
件
の
発
端
と
な
っ
た

リ
ー
将
軍
の
銅
像
は
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
成
立
に
至
る
南
北
戦

争
の
歴
史
的
遺
物
で
は
あ
る

が
、「
奴
隷
制
」を
擁
護
し
内
戦

で
50
万
人
も
の
犠
牲
を
払
っ
て

よ
う
や
く
国
民
国
家
を
形
成
し

て
い
く
過
程
で
の
ア
メ
リ
カ
の

負
の
遺
産
だ
と
、
撤
去
す
る
方

針
が
決
ま
っ
て
い
た
▼
戦
没
者

の
追
悼
演
説
で
「
人
民
の
人
民

に
よ
る
人
民
の
た
め
の
政
治
」

を
唱
え
た
リ
ン
カ
ー
ン
は
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
最
初
の
共
和
党
所

属
の
大
統
領
で
も
あ
る
。 ︵
さ
︶

新
年
度
に
あ
た
っ
て�

総
務
部
会

　
6
月
に
副
理
事
長
に
就
任
し

て
は
や
2
カ
月
と
な
っ
た
。
総

務
部
会
の
大
き
な
仕
事
と
し
て

の
定
期
総
会
を
7
月
30
日
に
開

催
し
、
多
く
の
代
議
員
、
会
員

の
ご
参
加
の
も
と
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
総
会
終
了
後
の
講
演
会
、
懇

親
会
に
も
多
く
の
会
員
や
家

族
・
従
事
者
の
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
大
過
な
く
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に

理
事
、
事
務
局
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力

の
賜
物
と
感
謝
申

し
上
げ
る
。

　
来
年
は
診
療
報
酬
と
介
護
報

酬
の
同
時
改
定
が
行
わ
れ
る

が
、
国
は
社
会
保
障
費
の
削
減

を
強
力
に
推
し
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
。
我
々
は
保
険
医
と
し

て
国
の
こ
う
し
た
動
き
に
対
峙

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
多
く
の
医
師
が
結
集

し
、
国
政
、
あ
る
い
は
自
治
体

に
声
を
届
け
る
こ
と
が
必
要

で
、
こ
こ
に
こ
そ
保
険
医
協
会

の
役
割
が
あ
る
と
考
え
る
。
協

会
の
会
員
数
は
8
月
末
現
在
2

3
6
6
人
で
、
こ
こ
数
年
会
員

数
は
減
少
し
て
き
て
い
る
。
協

会
の
喫
緊
の
課
題
と
し
て
会
員

の
増
加
を
目
指
し
た
組
織
対
策

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
と

し
て
、
新
た
に
共
済
制
度
利
用

勤
務
医
会
員
枠
を
創
設
し
た
。

勤
務
医
師
に
も
ぜ
ひ
協
会
に
加

入
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
協
会

で
は
開
業
資
金
を
は
じ
め
と
し

て
、
各
部
会
と
の
連
携
で
、
総

合
的
な
開
業
の
お
手
伝
い
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
開
業
後
に

は
各
種
共
済
制
度
の
利
用
の
呼

び
か
け
、
保
険
請
求
の
疑
問
や

審
査
・
指
導
・
監
査
へ
の
対
策

な
ど
に
も
親
身
に
な
っ
て
お
答

え
し
、
訪
問
活
動
や
開
業
後
の

医
業
経
営
安
定
化
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
区
医
師
会
と
の
懇

談
会
、
地
区
医
師
会
長
と
の
懇

談
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

委
員
会
等
を
通

じ
て
意
見
を
交

換
し
合
い
、
地

区
医
師
会
と
の

連
携
を
図
っ
て

い
く
。
そ
こ
で

出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
は
集
約

整
理
し
、
理
事
会
に
報
告
の

上
、
活
動
に
資
し
、
そ
の
具
体

化
を
検
討
す
る
。

　
保
団
連
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
協

会
お
よ
び
他
協
会
と
の
連
携
を

密
に
し
、
会
員
の
声
が
国
民
、

行
政
に
届
き
、
反
映
さ
れ
る
よ

う
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
そ
の
他
に
も
文
化
活
動
と
し

て
、ハ
イ
キ
ン
グ
、音
楽
鑑
賞
、

ワ
イ
ン
や
日
本
酒
講
座
な
ど
に

も
精
力
的
に
取
り
組
み
、
協
会

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
よ

り
多
く
の
会
員
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
会
員
の
声
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　
垣
田
理
事
長
の
も
と
会
員
の

た
め
の
協
会
、
困
っ
た
と
き
の

協
会
、
何
で
も
相
談
で
き
る
協

会
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。

　
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

困
っ
た
と
き
な
ど
何
で
も
相
談
で
き
る

「
会
員
の
た
め
の
協
会
」更
な
る
発
展
を

医
療
費
抑
制
策
へ
の
対
抗
構
想
提
示
を

第
70
回
定
期
総
会
で
方
針
等
確
認

　
協
会
は
7
月
30
日
、
第
70
回
定
期
総
会
（
第
1
9
3
回
定
時
代
議
員
会
合
併
）
を
京
都
市

内
で
開
催
し
た
。
総
会
は
、
1
0
1
人
（
代
議
員
65
人
、
一
般
会
員
15
人
、
理
事
者
21
人
）

が
出
席
し
、
2
0
1
6
年
度
活
動
報
告
お
よ
び
2
0
1
7
年
度
活
動
方
針
、
決
議
案
を
採
択
。

新
た
に
選
出
さ
れ
た
飯
田
泰
啓
議
長
、
松
本
恒
司
副
議
長
が
議
事
を
進
行
し
た
。

16
年
度
協
会
活
動
を
総
括

　
最
初
に
、
茨
木
和
博
副
理
事

長
が
16
年
度
の
活
動
を
総
括
。

16
年
7
月
に
実
施
さ
れ
た
参
議

院
選
挙
直
後
よ
り
す
す
め
ら
れ

た
患
者
負
担
増
に
対
し
、
協
会

は
「
ス
ト
ッ
プ
!!
患
者
負
担

増
」
の
署
名
活
動
を
展
開
。
2

2
4
9
筆
を
集
約
し
、
国
会
に

提
出
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

診
療
報
酬
改
善
要
求
に
つ
い
て

も
不
合
理
点
を
確
認
す
る
全
会

員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
結
果

を
も
と
に
不
合
理
是
正
要
求
を

ま
と
め
、
厚
労
大
臣
ら
に
提
出

し
た
。
そ
の
他
に
も
実
態
調
査

を
積
み
重
ね
、
在
宅
時
医
学
総

合
管
理
料
、
訪
問
診
療
料
の
算

定
要
件
の
改
善
等
を
要
請
し
た

こ
と
を
報
告
し
た
。

　
ま
た
、
改
正
個
人
情
報
保
護

法
が
全
面
施
行
さ
れ
、
個
人
情

報
を
取
り
扱
う
す
べ
て
の
事
業

者
が
個
人
情
報
保
護
法
適
用
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
会
員
へ

の
周
知
を
強
化
。
あ
わ
せ
て
、

事
業
所
に
郵
送
さ
れ
る
住
民
税

の
「
特
別
徴
収
額
の
決
定
通
知

書
」
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載

に
つ
い
て
、
記
載
し
な
い
よ
う

求
め
る
陳
情
や
関
係
各
所
と
懇

談
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

財
源
論
一
体
の

対
抗
構
想
構
築
を

　
続
い
て
、
渡
邉
賢
治
副
理
事

長
か
ら
情
勢
を
報
告
。
安
倍
政

権
は
日
本
を
「
世
界
一
企
業
が

活
動
し
や
す
い
国
」
に
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
規
制
撤
廃
と
多

国
籍
企
業
等
の
安
全
確
保
を
自

国
で
担
保
す
る
た
め
の
軍
事
大

国
化
に
邁
進
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
新
自
由
主
義
改
革
の
主
要

標
的
で
あ
る
医
療
・
介
護
・
福

祉
制
度
の
改
革
と
、
根
は
一
つ

で
あ
る
と
指
摘
。

　
医
療
・
社
会
保
障
制
度
を
め

ぐ
っ
て
は
、
医
師
偏
在
対
策
と

医
療
費
の
地
域
差
縮
減
政
策
が

表
裏
一
体
で
進
め
ら
れ
、
都
道

府
県
単
位
の
提
供
体
制
管
理
が

強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
あ
ら
ゆ

る
方
面
か
ら
医
療
費
抑
制
と
公

的
責
任
の
縮
小
の
方
向
性
が
打

ち
出
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
、
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
こ
う
し
た
国
の
政
策
方
針
に

対
し
、
今
こ
そ
、
財
源
論
を
携

え
た
対
抗
構
想
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
強
調
。
誰
も
が
公
的
な

医
療
・
社
会
保
障
で
、
幸
せ
に

生
き
ら
れ
る
国
と
し
て
の
姿
を

描
い
た
「
新
し
い
福
祉
国
家
」

構
想
を
、
あ
ら
た
め
て
会
員
お

よ
び
国
民
へ
提
示
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
報
告
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
垣
田
さ
ち
子

理
事
長
が
17
年
度
基
本
方
針
を

提
案
。
協
会
は
、
新
自
由
主
義

改
革
に
よ
る
国
づ
く
り
と
、
そ

の
も
と
で
の
社
会
保
障
制
度
解

体
を
許
さ
ず
、「
社
会
保
障
憲

章
・
基
本
法
」
制
定
を
求
め

て
、
新
た
な
福
祉
国
家
へ
の
転

換
を
求
め
る
運
動
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
。
そ
し
て
、
国
民
皆

保
険
の
屋
台
骨
で
あ
る
開
業
医

医
療
の
復
権
を
引
き
続
き
追
求

し
て
い
く
と
提
案
し
た
。

　
ま
た
、2
0
1
8
年
の
医
療・

介
護
同
時
改
定
に
つ
い
て
、
診

療
報
酬
、
介
護
報
酬
は
生
存
権

保
障
の
一
環
と
し
て
国
が
国
民

に
提
供
す
べ
き
社
会
保
障
施
策

の
根
幹
だ
と
指
摘
。
患
者
に
必

要
十
分
な
医
療
が
提
供
で
き
る

診
療
報
酬
を
求
め
て
い
き
た
い

と
述
べ
た
。

　
な
お
、
門
祐
輔
代
議
員
か
ら

の
提
案
を
受
け
、
基
本
方
針
の

「
1
．
国
民
皆
保
険
制
度
を
守

り
発
展
さ
せ
る
―
地
域
に
根
付

く
開
業
医
の
正
当
な
評
価
を
」

の
「
医
師
偏
在
問
題
に
つ
い
て

は
、
安
易
な
上
か
ら
の
配
置
・

管
理
制
度
を
導
入
し
な
い
」
に

続
け
て
、「
一
方
で
、
医
療
の

地
域
格
差
の
解
消
は
大
切
な
課

題
で
あ
り
、
実
態
把
握
を
含
め

対
策
を
検
討
す
る
」
と
追
記
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
総
会
後
は
、
弁
護
士
の
安
保

千
秋
氏
に
よ
る
講
演
「
輝
く
子

ど
も
時
代
の
た
め
に
」、
続
い

て
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

 

︵
関
連
2
・
4
～
5
面
︶

2
0
1
8
年
度
診
療
報
酬
改
定
へ
の

要
請
署
名
に
ご
協
力
下
さ
い
！

　
協
会
は
診
療
報
酬
本
体
の
大
幅
引
き
上
げ
を
は
じ
め
、

10
項
目
に
わ
た
っ
て
18
年
度
改
定
へ
の
要
請
を
関
係
閣
僚

お
よ
び
各
所
に
行
う
予
定
で
す
。
本
紙
3
0
0
7
号
に
て

要
請
署
名
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
署

名
を
お
願
い
し
ま
す
。
締
切
延
長
、
9
月
20
日（
水
）！

副
理
事
長  

茨
木 

和
博

17年度方針を提案する垣田理事長

飯田泰啓 議長松本恒司 副議長

2 0 1 7 年 （平成 2 9 年） 9 月 1 0 日 第 3 0 0 9 号京 都 保 険 医 新 聞（ 1 ） 毎月10日・25日発行

協会サイト：https://healthnet.jp　　　アミスサイト：http://amis.kyoto

総
会
特
集�

（
2
・
4
～
5
面
）

自
転
車
の
賠
償
保
険
義
務
化
へ�

（
3
面
）

子
ど
も
医
療
費
府
内
で
拡
充�

（
8
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３



1 ．国民皆保険制度を守り発展させる　　　　
　　 ―地域に根付く開業医の正当な評価を

▪世界に羨ましがられる日本の国民皆保険制度の大切さを
訴える
▪「新専門医制度」や医師の働き方改革をめぐる議論で明
らかになった、日本の医療を取り巻く諸課題について議
論を尽くすこと。特に、国民の医療を実際に担う地域の開
業医からの意見を真摯に聞き、制度に反映すべきである

▪医師偏在問題については、安易な上からの配置・管理制
度を導入しない。一方で、医療の地域格差の解消は大切
な課題であり、実態把握を含め対策を検討する
▪国民医療を担う医師の養成については充分な議論が行わ
れ、専門職としての医師の能力が充分に発揮できる制度
づくりが必要である
▪国民皆保険制度を支える開業医の日常の仕事と役割を、
広く患者・市民に知らせる

▪日本の開業医が、高い専門性に裏付けられた質の高さを
保持していることを、国に認識させる
▪開業医が、学校医、産業医、介護認定審査会委員等、地方
自治体の保健・医療・介護施策に従事し、社会医療の担
い手として医療行政を支えていること。その役割が掛け
替えのないものであることを地方自治体に再認識させる

2 ． 医療・社会保障で、みんながしあわせにな
れる社会をつくる

▪社会保障基本法制定運動を通じて、日本を社会保障・福
祉重視の国＝新たな福祉国家への転換を目指す

▪医療・社会保障分野の新自由主義改革に対抗する取り組
みを進める
▪医療産業化路線に反対し、公的な医療保障制度を守り、
拡充する

▪国民皆保険制度を破壊するＴＰＰや日米ＦＴＡに反対
し、共同運動を堅持する
▪市町村国保の都道府県化を入口にした地域保険化構想の
狙いを明らかにし、あるべき医療保障制度の対案を国に
対し示す
▪2018年診療報酬改定に向けて、臨床現場からの正当な要
求の実現を目指す

▪高騰する薬剤価格、医療材料価格などの適正化を求める
運動を進める
▪診療報酬の審査は保険医の医学的判断を尊重し、経済的
観点優先の審査とならないように求める。保険者による
直接審査に反対し、基金・国保両審査委員会における三
者代表による民主的・中立的な審査の確保を堅持するこ
とに努める
▪指導は医療費圧縮を目的としないことを求め、平均点数
が高い医療機関を対象とする集団的個別指導、個別指導
に反対する。また、個別指導は懇切丁寧に行わせるとと

もに、対象となった会員の人権や保険医の権利を徹底的
に擁護し、弁護士の帯同、録音の取り組みを進める
▪公的医療費の総枠拡大と保険料ならびに患者窓口負担の
軽減を目指す

▪受診抑制をなくし、医療機関での一部負担金未収問題の
解決をはかる

▪消費税については、その是非を含めて会内で議論を深め
意見集約を行う

3 ．地域医療を取り巻く課題に取り組む
▪国が進める地域包括ケアシステム構想の問題点を明らか
にし、公的な医療・介護保障による地域の医療・福祉体
制確立を目指す

▪介護保険制度の実質的後退に反対し、真の介護保障制度
の確立を目指す
▪地域で進行する「孤独死」「孤立死」問題への対応と、
それらを当然視する国の開き直りを許さない
▪都道府県や市町村の医療・介護給付の抑制主体化を押し
とどめるため、地方自治体の医療政策に積極的に発言
し、参画する
▪京都市機構改革による地域の保健衛生行政後退の危険性
に対し、歯止めをかけさせる
▪京都市地域リハビリテーション推進センター、児童福祉
センター、こころの健康増進センターの合築問題等、自
治体レベルで発生する具体的な医療・福祉問題に機敏に
対応し、運動を組織する

4 ．安心・安全の医療を提供する
▪医療を受ける側、提供する側の信頼の上に成り立つ医療
を提供する
▪安心して医療が提供できるように、医療安全対策の充実
を図る
▪医療の不確定性について、国民的理解を深めるように努
める
▪医療事故調査制度の動向を注視し、目的である医療安全
と再発防止のために制度が機能するように求める

5 ． 命と健康を守るという医療者の原点に立ち
返った研究・検証活動を重視する

▪命と健康の最大の敵である戦争へと向かうあらゆる流れ
に反対する
▪日本を戦争ができる国にする９条改憲阻止や「安保法
案」廃止に向けて運動を進める
▪個人の内心を罰するテロ等準備罪（共謀罪）の廃止を求
める
▪特定秘密にかかわる業務に携わる上での適正評価を医療
者に行わせることは、患者のプライバシー、人権否定に
つながる重大事である。このようなことを医療者に押し
つける特定秘密保護法の即時廃止を求める
▪被爆国日本の医師として、核兵器廃絶・核戦争防止を世
界に訴える

▪「福島」は終わっていない。市民の被曝と健康被害に向

き合う地域の医師の基本的なあり方についての検討を進
める。同時に、「脱原発」実現を目指し、世界に向けて
も原子力発電所の危険性を広く知らせる
▪日本の医療者による過去の医学犯罪にかかわる事実の検
証と確認を行い、現在、そして未来へとつないでいける
「医の倫理」問題に取り組む
▪科学研究費名目による防衛予算拡大や軍事研究推進に反
対する

6 ． 諸分野の団体と協力・協働し、国民の社会
保障発展に寄与する

▪九条の会アピールを支持する京都医療人の会と憲法九条
京都の会

▪京都社会保障推進協議会
▪京都のリハビリを考える会
▪子ども医療費無料制度を国と自治体に求める京都ネット
ワーク
▪全国保険医団体連合会（保団連）、保団連近畿ブロック
▪ＴＰＰ反対京都ネット
▪バイバイ原発きょうと実行委員会
▪反核京都医師の会
▪福祉国家構想研究会
▪リハビリテーション関連職種との連携運動

7 ．保険医の仕事環境の改善と生活支援に取り組む
▪必要な情報とサービスへの迅速なアクセスを保障するた
めの協会・アミスのホームページのリニューアル
▪会員と患者さんを結ぶツールとしての「クリニックなび
京都（医療機関情報紹介）」システムの整備
▪新規開業融資の利率引き下げ・手数料無料キャンペーン
期間の設定など、開業を志す先生方をサポートし、不安
のない開業を保障するための包括的な開業支援サービス
の強化
▪勤務医を中心とした若手医師の日常生活をサポートする
とともに、不安や要求の受け皿となる活動の強化
▪地区医師会との連携のもと、地域医療を担っているすべ
ての先生に協会会員になっていただくための対策の強化
▪アミスを通じて提供できるサービスや商品の拡大強化
▪従業員の安定雇用の相談業務や労務対策への対応強化
▪会員に安心して医療に取り組んでいただくための医療安
全対策の充実

▪震災、水災等へ会員が遭遇する被害に対する迅速な支援
の強化
▪生活諸課題のサポート（身近な法律相談、税理士、社会
保険労務士等）

8 ． 会員の親睦を深め、京都府保険医協会を守
り発展させる

▪会員に寄り添い、親しまれる事務局づくり
▪協会の多彩な文化活動を充実し、さまざまな楽しい企画
をより多くの会員に活用していただく
▪会員数を増やし、強固な組織をつくる

決
算
報
告
に
つ
い
て

　
岡
所
明
良
代
議
員
（
与
謝
）

　
特
別
積
立
金
の
目
的
と
積
立

根
拠
に
つ
い
て
お
教
え
い
た
だ

き
た
い
。

　
垣
田
さ
ち
子
理
事
長
　
京
都

で
も
近
年
災
害
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
事
務
局
の
建
物

や
備
品
、
そ
の
他
に
被
害
が

あ
っ
た
際
に
備
え
て
積
み
立
て

て
い
る
。

　
八
木
晴
夫
会
員（
宇
治
久
世
）

　
特
別
積
立
金
に
つ
い
て
、
会

員
総
数
2
3
7
4
人
で
仮
に
1

人
当
た
り
10
万
と
計
算
す
れ
ば

2
億
3
7
0
0
万
円
。会
員
数
を

基
準
に
積
み
立
て
て
は
ど
う
か
。

　
花
山
弘
事
務
局
長
　
特
別
積

立
金
は
、
万
が
一
の
災
害
発
生

等
に
備
え
、
事
業
を
継
続
す
る

こ
と
を
目
的
に
積
み
立
て
た
も

の
。
積
立
金
額
は
、
1
カ
月
の

事
業
費
約
3
0
0
0
万
円
と
い

う
実
績
か
ら
、
半
年
間
分
と
し

て
計
算
し
て
い
る
。

情
勢
に
つ
い
て

　
島
津
恒
敏
代
議
員
（
中
京
西

部
）　
自
衛
隊
の
戦
争
行
為
を

合
理
化
し
よ
う
と
す
る
安
倍
内

閣
を
絶
対
軽
視
し
て
は
い
け
な

い
。
我
々
は
、
平
和
が
あ
っ
て

こ
そ
医
療
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
森
友
・
加
計
問
題
に
端
を

発
し
、
い
わ
ば
実
態
を
あ
ら
わ

に
し
た
内
閣
を
徹
底
的
に
追
及

し
て
い
く
姿
勢
が
必
要
だ
。

　
渡
邉
賢
治
副
理
事
長
　
政
治

を
変
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と

い
う
思
い
の
も
と
、
戦
争
法
廃

案
を
掲
げ
た
集
会
や
パ
レ
ー
ド

な
ど
が
各
地
で
今
も
開
催
さ
れ

て
い
る
。
協
会
も
、
し
っ
か
り

と
そ
の
運
動
を
引
き
継
い
で
い

か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
考
え

て
い
る
。

基
本
方
針
に
つ
い
て

　
門
祐
輔
代
議
員
（
綾
部
）　

医
師
偏
在
問
題
に
つ
い
て
、
都

市
部
と
地
域
の
差
は
開
く
一
方

と
な
っ
て
い
る
。
つ
い
て
は
、

基
本
方
針
の
「
医
師
偏
在
問
題

に
つ
い
て
は
、
安
易
な
上
か
ら

の
配
置
・
管
理
制
度
を
導
入
し

な
い
」
に
続
け
て
、「
一
方

で
、
医
療
の
地
域
格
差
の
解
消

は
大
切
な
課
題
で
あ
り
、
実
態

把
握
を
含
め
対
策
を
検
討
す

る
」
と
い
う
文
章
を
入
れ
、
問

題
意
識
と
し
て
明
記
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
実
態

把
握
も
お
願
い
し
た
い
。

　
渡
邉
副
理
事
長
　
ご
提
案
の

文
章
を
入
れ
て
基
本
方
針
と
し

た
い
。
2
0
1
7
年
度
の
地
区

医
師
会
と
の
懇
談
会
で
は
、
よ

り
明
確
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
医

療
に
お
け
る
課
題
や
問
題
点
な

ど
を
お
聞
き
し
、
国
や
自
治
体

に
要
請
・
要
望
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

総
会
質
疑
応
答
（
要
旨
）

第70回定期総会基本方針

2017
年度

地区医師会との懇談会
始まります！

下京東部
医 師 会

10月11日（水）　午後 2時～
 ホテル日航プリンセス京都

伏　　見
医 師 会

11月 8 日（水）　午後 2時～
伏見医師会館

アミス ネットショップ 検索

http://www.amis.kyoto/shop/

下鴨茶寮 
昆布締め

山田松香木店
お香飾り

ワインはじめ
お酒各種

Zella Med
聴診器

西京極作業所
Ｔシャツ

ア
ミ
ス

Zella MedZella Med

いろいろな商
品を

順次、揃えて
います！

 ぜひ一度遊
びに

来て下さい!!

いろいろな商
品を

ネットショップ

2 0 1 7 年 (平成 2 9 年) 9 月 1 0 日第 3 0 0 9 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行



　
こ
の
本
を
手
に
し
た
と
き
、
私

は
ペ
ー
ジ
を
開
く
の
を
少
し
躊
躇

し
ま
し
た
。「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

と
い
う
聞
き
慣
れ
た
題
名
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
何
か
堅
苦
し
い
感

じ
が
し
た
の
で
、
内
容
は
き
っ
と

難
し
い
専
門
用
語
が
た
く
さ
ん
出

て
く
る
の
だ
ろ
う
な

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
こ
の
本
で
は
、
国

連
で
核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
決
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
今

後
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
か
、

と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。
中
で
も
、
私
が
一
番
興
味
を

持
っ
た
の
は
、
条
約
採
択
ま
で
の

20
年
余
り
の
プ
ロ
セ
ス
で
し
た
。

　
1
9
6
8
年
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
条
約
と

い
う
核
に
関
す
る
不
平
等
な
条
約

が
締
結
さ
れ
、
95
年
に
再
検
討
が

行
わ
れ
た
際
、
無
期
限
に
延
長
す

る
か
わ
り
に
5
年
ご
と
に
再
検
討

し
よ
う
と
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
2
0
0

0
年
、
05
年
と
核
兵
器
の
非
合
法

化
を
目
指
し
、
ゆ
っ
く
り
で
す

が
、着
実
な
歩
み
と
な
る
の
で
す
。

　
そ
こ
に
は
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ａ
Ｃ
（
中
南

米
カ
リ
ブ
海
諸
国
共
同
体
）
や
非

同
盟
諸
国
会
議
、
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
な
ど
で
多
く
の
人
が
か
か

わ
り
、
も
ち
ろ
ん
全
世
界
で
の
地

道
な
署
名
活
動
な
ど
も
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
時
々
の

国
際
政
治
の
流
れ
に
上
手
く
乗
る

こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
一
連
の
出
来
事
は
読
み

進
む
う
ち
に
、
さ
な
が
ら
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
を
見
て
い
る
よ
う
な
気
分

に
も
な
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

条
約
が
採
択
さ
れ
た

か
ら
と
い
っ
て
安
心

で
き
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
、

各
国
の
批
准
や
核
廃
棄
の
プ
ロ
セ

ス
な
ど
、
問
題
は
ま
だ
ま
だ
山
積

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
大

き
な
一
歩
は
、
我
々
保
険
医
協
会

の
会
員
に
と
っ
て
も
勇
気
を
与
え

て
も
ら
え
る
出
来
事
の
よ
う
に
思

い
ま
す
。
こ
の
夏
、
手
に
と
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

核
の
な
い
世
界
を
願
い

国
境
超
え
た
運
動
の
歴
史

　
京
都
府
と
京
都
市
は
自
転
車
利
用
者
に
対
し
、
損
害

賠
償
責
任
保
険
の
加
入
を
義
務
化
し
ま
し
た
。
協
会
に

寄
せ
ら
れ
た
質
問
を
中
心
に
、
医
療
機
関
の
主
な
留
意

点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
協
会
は
自
転
車
事
故
に
係
る

賠
償
責
任
を
は
じ
め
、
会
員
や
ご
家
族
、
医
療
機
関
の

リ
ス
ク
に
備
え
た
保
険
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
協
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

Ｑ
、
保
険
加
入
の
義
務
化
は

　
い
つ
か
ら
？

　
業
務
で
自
転
車
を
利
用
す
る

事
業
者
（
医
療
機
関
）
は
2
0

1
7
年
10
月
1
日
、
個
人
の
自

転
車
利
用
者
（
未
成
年
の
自
転

車
利
用
者
の
保
護
者
も
含
む
）

は
2
0
1
8
年
4
月
1
日
か
ら

で
す
。

Ｑ
、
自
転
車
保
険
と
は
？

　
自
転
車
利
用
者
が
自
転
車
利

用
時
に
交
通
事
故
を
起
こ
し
て

他
人
の
生
命
や
身
体
を
害
し
た

場
合
に
、
被
害
に
係
る
損
害
を

補
償
す
る
保
険
や
共
済
を
い
い

ま
す
。
保
険
の
種
類
は
、
①
人

に
掛
け
る
保
険
、
②
自
転
車
に

掛
け
る
保
険
等
が
あ
り
、
①
は

大
別
し
て
「
個
人
用
」「
業
務

用
」
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
②

に
は
、
自
転
車
販
売
店
で
自
転

車
の
点
検
整
備
を
受
け
た
際
に

付
け
る
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
に
付
帯
の

傷
害
保
険
と
賠
償
責
任
保
険
が

あ
り
ま
す
。

Ｑ
、
契
約
中
の
保
険
で

　
補
償
さ
れ
る
？

　
「
個
人
用
」
保
険
は
、
自
転

車
保
険
の
ほ
か
、
自
動
車
保

険
、
火
災
保
険
、
傷
害
保
険
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
に
付
帯

の
「
個
人
賠
償
責
任
保
険
」

（
日
常
生
活
賠
償
等
）
で
も
対

応
で
き
ま
す
。
協
会
の
休
業
補

償
制
度
（
個
人
型
）
に
は
「
個

人
賠
償
責
任
保
険
」
が
自
動
付

帯
さ
れ
て
お
り
（
法
人
型
は
希

望
者
の
み
）、
加
入
者
の
家
族

（
配
偶
者
、
同
一
生
計
の
同
居

の
親
族
・
別
居
の
未
婚
の
子
）

も
補
償
対
象
で
す
。
学
生
・
こ

ど
も
総
合
保
険
で
は
、
お
子
様

の
賠
償
責
任
の
補
償
や
自
転
車

事
故
に
特
化
し
た
プ
ラ
ン
も
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
賠
償
責
任
の
補
償
が
付

帯
さ
れ
て
い
る
保
険
契
約
が
あ

る
場
合
、
別
の
保
険
に
加
入
す

　
核
兵
器
を
法
的
に
禁
じ
る
核

兵
器
禁
止
条
約
が
国
連
で
7
月

7
日
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」

へ
向
け
た
機
運
が
高
ま
っ
て
お

り
、
核
保
有
国
と
と
も
に
条
約

会
合
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
て「
署
名

す
る
こ
と
は
な
い
」
と
し
た
日

本
政
府
に
条
約
へ
の
参
加
を
促

し
、
核
保
有
国
を
動
か
す
こ
と

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

の
取
り
組
み
を

　
現
在
す
す
め
ら
れ
て
い
る
具

体
的
な
運
動
の
一
つ
に
国
際
署

名
運
動
が
あ
り
、
核
兵
器
の
禁

核
兵
器
な
き
世
界
へ

核
兵
器
禁
止
条
約
を
好
機
に

止
を
願
う
3
0
0
万
近
い
署

名
が
国
連
会
議
の
ホ
ワ
イ
ト
議

長
に
手
渡
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
署
名
を
さ
ら
に
広
げ
て

い
く
た
め
、
京
都
で
は
「
ヒ
ロ

シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
者
が

訴
え
る
核
兵
器
廃
絶
国
際
署
名

を
大
き
く
広
げ
る
京
都
の
会

（
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
京
都

の
会
）」
の
設
立
総
会
が
7
月

15
日
に
開
か
れ
た
。
同
会
に
は

28
団
体
が
賛
同
し
、
反
核
京
都

医
師
の
会
と
京
都
府
保
険
医
協

会
も
参
加
し
て
い
る
。
総
会
で

は
、
山
田
啓
二
京
都
府
知
事
や

門
川
大
作
京
都
市
長
ら
府
内
8

首
長
も
署
名
し
た
こ
と
が
紹
介

さ
れ
、
2
0
2
0
年
ま
で
に
府

内
で
50
万
人
の
署
名
を
集
め
る

目
標
を
決
め
た
。
引
き
続
い
て

の
署
名
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

日
本
の
医
師
が
行
動

す
る
と
き

　
そ
ん
な
中
、
8
月
9
日
の
朝

日
新
聞
に
「
核
廃
絶
と
医
師　

命
を
原
点
に
運
動
広
が
れ
」
と

い
う
社
説
が
掲
載
さ
れ
た
。
少

し
紹
介
す
る
と
、「
非
人
道
性

を
医
療
の
観
点
か
ら
裏
づ
け
、

（
核
兵
器
禁
止
の
）
議
論
を
主

導
し
た
の
が
、
党
派
色
を
も
た

ず
中
立
的
な
核
戦
争
防
止
国
際

医
師
会
議
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）」

で
、「
国
際
舞
台
で
医
師
が
果

た
し
た
貢
献
は
計
り
知
れ
な

い
」
と
し
つ
つ
、「
国
内
に
目

を
転
じ
る
と
さ
び
し
い
現
実
が

あ
る
。
85
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
し
た
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の

会
員
は
数
十
万
人
い
る
と
い
わ

れ
る
が
、
日
本
支
部
は
3
千
人

ほ
ど
に
と
ど
ま
る
」。
そ
し
て

最
後
に
、「
非
人
道
的
な
核
兵

器
か
ら
人
命
を
守
る
に
は
核
廃

絶
し
か
な
い
。
そ
ん
な
認
識
が

世
界
に
広
が
る
い
ま
、
日
本
の

医
師
は
、
何
を
考
え
、
ど
う
行

動
し
て
い
く
の
か
。
こ
れ
か
ら

の
歩
み
に
、
世
界
の
目
が
集
ま

る
」
と
結
ん
で
い
る
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｎ
Ｗ
京
都
府
支
部
も
ま
た
例
外

で
は
な
く
、
会
員
に
広
が
り
を

欠
い
た
ま
ま
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
。
一
人
で
も
多
く
の
京
都

の
医
師
が
、
こ
の
運
動
に
賛
同

し
て
入
会
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
※
「
反
核
京
都
医
師
の
会
」

は
、「
核
戦
争
防
止
・
核
兵
器

廃
絶
を
訴
え
る
京
都
医
師
の

会
」「
核
戦
争
防
止
国
際
医
師

会
議
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
京
都
府

支
部
」
の
略
称
で
あ
り
、
1
9

8
2
年
9
月
に
結
成
さ
れ
た
医

師
・
歯
科
医
師
の
団
体
。
事
務

局
は
京
都
府
保
険
医
協
会
に
あ

る
。
本
号
に
ニ
ュ
ー
ス
を
同
封

し
て
い
る
の
で
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
。

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
補
償

範
囲
に
契
約
者
の
家
族
等
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
契
約
中
の
保
険
の
補
償
内

容
を
ご
確
認
下
さ
い
。

Ｑ
、
医
療
機
関（
事
業
者
）用

　
の
保
険
は
？

　
従
業
員
が
業
務
中
に
起
こ
し

た
自
転
車
事
故
の
損
害
は
「
個

人
用
」
保
険
で
は
補
償
さ
れ
な

い
た
め
、「
業
務
用
」
保
険
の

加
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
協
会
の
医
師
賠
償
責
任
保
険

（
施
設
特
約
）や
介
護
福
祉
事
業

者
等
賠
償
責
任
保
険
（
ウ
ォ
ー

ム
ハ
ー
ト
）
に
加
入
で
、
事
業

者
所
有
の
自
転
車
台
数
が
2
台

以
下
の
場
合
は
補
償
さ
れ
ま

す
。
3
台
以
上
所
有
の
場
合
に

は
、
別
途
「
施
設
賠
償
責
任
保

険
」
等
へ
の
加
入
が
必
要
で

す
。
従
業
員
個
人
所
有
の
自
転

車
は
、
事
業
者
の
所
有
台
数
に

は
含
み
ま
せ
ん
。

　
自
転
車
に
は
電
動
機
付
き
自

転
車
を
含
み
ま
す
が
、
原
動
機

付
自
転
車
（
原
付
）
は
含
ま
れ

ず
、
別
に
自
動
車
保
険
の
契
約

が
必
要
で
す
。

Ｑ
、
従
業
員
個
人
所
有
の

　
自
転
車
事
故
の
補
償
は
？

　
医
師
賠
償
責
任
保
険
（
施
設

特
約
）
を
含
む
施
設
賠
償
責
任

保
険
は
、
業
務
中
の
事
故
で
あ

れ
ば
、
従
業
員
個
人
所
有
の
自

転
車
を
利
用
し
た
場
合
の
事
故

も
補
償
対
象
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
自
転
車
通
勤
時
の
事
故

は
補
償
対
象
外
の
た
め
、
従
業

員
個
人
が
加
入
の
「
個
人
用
」

保
険
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

　
協
会
は
8
月
3
日
、
厚
生
労

働
委
員
を
務
め
る
倉
林
明
子
議

員
（
参
・
共
）
と
懇
談
。
当
面

す
る
医
療
制
度
問
題
と
し
て
、

地
域
医
療
構
想
と
在
宅
需
要
増

加
、
医
師
不
足
・
医
師
偏
在
等

を
紹
介
し
意
見
交
換
し
た
他
、

18
年
度
医
療
・
介
護
同
時
改
定

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

協
力
を
求
め
た
。

　
今
回
の
懇
談
は
、
倉
林
議
員

か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
実
現
。

倉
林
議
員
は
、
18
年
度
を
社
会

保
障
の
仕
組
み
が
大
掛
か
り
に

変
更
さ
れ
る
節
目
の
年
と
捉

え
、
秋
に
控
え
る
臨
時
国
会
に

向
け
、
医
療
等
の
現
場
の
リ
ア

ル
な
情
報
を
共
有
し
た
い
、
と

懇
談
へ
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
協
会
は
上
記
の
他
、
京
都
市

倉
林
明
子
参
院

議
員
と
懇
談

医
療
現
場
の
情
報
共
有
を

礒部 博子（宇治久世）

中
心
部
で
の
粗
悪
な
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
増

加
、
外
国
人
受
診
に
伴
う
未
収

金
の
増
加
、
消
費
税
の
増
税
分

が
き
ち
ん
と
社
会
保
障
財
源
に

回
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
に
つ

い
て
も
指
摘
。
倉
林
議
員
は
、

財
源
に
つ
い
て
は
取
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
取
る
必
要
が
あ
る
と
し

な
が
ら
、
賃
金
が
上
が
ら
な
い

と
消
費
や
税
収
も
伸
び
な
い
。

医
療
や
介
護
の
政
策
に
お
い

て
、
自
治
体
間
で
給
付
抑
制
を

競
わ
せ
る
仕
組
み
等
、
憲
法
の

生
存
権
と
の
間
で
矛
盾
が
生
じ

て
い
る
と
し
、
改
善
の
必
要
性

が
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　
懇
談
の
最
後
に
は
、
今
後
も

情
報
交
換
や
連
携
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。

自転車の保険加入義務化へ
の対応

契約中の保険の補償をご確認下さい

お子様のケガ・病気、
自転車事故の備えに
教育総合補償制度
（学生・こども総合保険）

団体割
引20％
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医
療
・
社
会
保
障
改
革
が
着

々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。
4
月

か
ら
年
金
支
給
額
は
減
ら
さ
れ

る
一
方
、
国
民
年
金
保
険
料
や

「
現
役
並
み
所
得
」
の
方
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
が
引
き
上

げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
「
介
護
保

険
法
等
改
正
案
」
が
成
立
し
、

「
地
域
共
生
社
会
」
の
名
の
下

に
、
国
と
自
治
体
の
社
会
保
障

に
対
す
る
公
的
責
任
を
さ
ら
に

後
退
さ
せ
、
そ
の
代
替
を
国
民

の
「
自
助
・
互
助
」
に
求
め
る

方
向
が
い
よ
い
よ
明
確
と
な
っ

て
い
る
。

　
国
は
都
道
府
県
に
対
し
、
医

療
費
支
出
目
標
を
盛
り
込
ん
だ

第
3
期
医
療
費
適
正
化
計
画
、

医
療
計
画
・
地
域
医
療
構
想
、

国
保
都
道
府
県
化
を
通
じ
て
、

効
率
的
な
医
療
提
供
体
制
と
医

療
費
抑
制
の
責
任
を
担
わ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
。
病
床
機
能
分

化
・
病
床
数
削
減
に
よ
る
在
宅

移
行
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

現
場
は
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。

　
同
時
に
、
新
専
門
医
制
度
が

2
0
1
8
年
度
か
ら
開
始
予
定

で
あ
る
。
地
域
医
療
へ
の
さ
ら

な
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と
と

も
に
、
国
の
新
た
な
医
師
規
制

導
入
（
自
由
開
業
制
の
見
直

し
、
保
険
医
定

数
導
入
等
）
の

企
み
に
組
み
こ

ま
れ
る
危
険
性

も
潰
え
て
い
な

い
。「
か
か
り
つ
け
医
」
を
め

ぐ
る
動
き
も
含
め
、
国
民
皆
保

険
制
度
の
「
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
だ
れ
で
も
」
が
後
退
し

な
い
よ
う
、
意
見
を
あ
げ
ね
ば

な
ら
な
い
。

　
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
離
脱
を
表
明

し
、
二
国
間
交
渉
が
模
索
さ
れ

て
い
る
。
医
療
を
経
済
・
市
場

原
理
に
委
ね
、
国
民
皆
保
険
制

度
の
後
退
に
つ
な
が
る
動
き
に

反
対
の
声
を
あ
げ
続
け
ね
ば
な

ら
な
い
。

　
医
療
制
度
の
改
変
が
進
む

中
、
2
0
1
8
年
度
に
は
診
療

報
酬
・
介
護
報
酬
の
同
時
改
定

を
迎
え
る
。
国
の
医
療
制
度
改

革
を
進
め
る
た
め
の
報
酬
に
よ

る
露
骨
な
政
策
誘
導
が
予
想
さ

れ
て
お
り
、
保
険
医
運
動
は
危

機
感
を
持
っ
て
立
ち
向
か
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。

　
安
倍
政
権
は
6
月
15
日
、
参

院
法
務
委
員
会
の
採
決
を
省
略

し
、
本
会
議
で
の
採
決
に
付
す

と
い
う
禁
じ
手
を
使
い
、「
共

謀
罪
」
の
趣
旨
を
盛
り
込
ん
だ

改
正
組
織
犯
罪
処
罰
法
を
強
行

成
立
さ
せ
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
と
と
も
に
国
民
総
監
視
・

相
互
監
視
社
会
を
到
来
さ
せ
る

も
の
で
あ
り
、
安
倍
政
権
の
め

ざ
す
「
戦
争
が
で
き
る
国
づ
く

り
」
の
一
環
で
あ
る
。
福
島
第

一
原
発
事
故
に
よ
る
廃
炉
費
用

は
22
兆
円
を
超

え
る
と
さ
れ

る
。
安
倍
政
権

は
、
人
々
の
生

活
を
根
こ
そ
ぎ

破
壊
し
た
原
発
事
故
へ
の
反
省

も
な
く
、
未
だ
原
発
再
稼
働
に

固
執
し
て
い
る
。 

　
私
た
ち
保
険
医
は
、
2
0
1

6
年
の
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
京
都
ア
ピ
ー
ル
で
打
ち
出

し
た
「
開
業
医
医
療
復
権
」
と

「
保
険
で
良
い
医
療
と
医
業
」

を
実
現
す
る
医
療
制
度
を
め
ざ

し
、
以
下
決
議
す
る
。

　
一
、
私
た
ち
保
険
医
は
、
国

民
皆
保
険
制
度
を
堅
持
し
、
良

き
医
療
を
行
い
、
国
民
の
健
康

を
支
え
る

　
一
、
憲
法
を
遵
守
し
、
医

療
・
介
護
・
福
祉
制
度
を
拡
充

す
る
社
会
保
障
基
本
法
の
制
定

を
め
ざ
す

　
一
、
保
険
で
良
い
医
療
と
医

業
の
実
現
に
資
す
る
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
改
定
を
め
ざ
す

　
一
、
受
診
抑
制
を
加
速
す
る

患
者
負
担
増
の
見
直
し
を
求
め

る
　
一
、
医
療
費
抑
制
の
た
め
の

新
た
な
医
師
管
理
策
の
導
入
を

阻
止
す
る

　
一
、
都
道
府
県
の
医
療
費
抑

制
主
体
化
を
許
さ
な
い

　
一
、
新
専
門
医
制
度
が
国
民

医
療
の
質
の
向
上
と
地
域
医
療

活
性
化
に
資
す
る
も
の
と
な
る

よ
う
求
め
る

　
一
、
日
本
の
皆
保
険
制
度
を

根
本
か
ら
揺
る
が
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

二
国
間
交
渉
等
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
は
そ

の
参
加
か
ら
撤
退
す
る
よ
う
求

め
る

　
一
、
原
発
再
稼
働
、
原
発
輸

出
等
は
直
ち
に
止
め
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
転
換
す
る
こ

と
を
求
め
る

　
一
、
人
命
を
危
険
に
さ
ら

し
、平
和
を
脅
か
す「
安
全
保
障

改
革
関
連
法
」・「
改
正
組
織
犯

罪
処
罰
法
」
の
廃
止
を
求
め
る

　
一
、
医
業
経
営
を
脅
か
す
損

税
解
消
策
の
早
期
実
行
を
求
め

る
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70
回
定
期
総
会

（
第
1
9
3
回
定
時
代
議
員
会

合
併
）

決
　
　
議

～ 福 引 ～

多くの皆さまの東北被災
地支援物産展へのご協力
をありがとうございました
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総
会
祝
電
一
覧

総会・懇親会和気あいあい

京都府病院協会・辰巳
哲也副会長（左）、京
都私立病院協会・久野
成人副会長（中央）、
京都府医師婦人会・種
田珠美会長（右）によ
るあいさつと乾杯

講演会講師の安保千秋弁護士（右）と
あいさつをする垣田さち子理事長（左）

■□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

余韻たっぷりのジャズを楽しみました

新理事を迎え2017年度がスタートです

退任した理事を代表して鈴木
由一前副理事長があいさつ

2 0 1 7 年 (平成 2 9 年) 9 月 1 0 日 第 3 0 0 9 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月10日･25日発行

自
由
民
主
党
・
衆
議
院
議
員 

安
藤　
　
裕

自
由
民
主
党
・
衆
議
院
議
員 

田
中　
英
之

民　
進　
党
・
衆
議
院
議
員 

前
原　
誠
司

民　
進　
党
・
衆
議
院
議
員 

山
井　
和
則

民　
進　
党
・
衆
議
院
議
員 

泉　
　
健
太

民　
進　
党
・
衆
議
院
議
員 

北
神　
圭
朗

民　
進　
党
・
参
議
院
議
員 

福
山　
哲
郎

民　
進　
党
・
参
議
院
議
員 

川
合　
孝
典

日
本
共
産
党
・
衆
議
院
議
員 

穀
田　
恵
二

日
本
共
産
党
・
参
議
院
議
員 

井
上　
哲
士

日
本
共
産
党
・
参
議
院
議
員 

倉
林　
明
子

公
明
党
京
都
市
会
議
員
団

民
進
党
・
府
民
ク
ラ
ブ
京
都
府
議
会
議
員
団

民
進
党
京
都
市
会
議
員
団

日
本
共
産
党
京
都
府
会
議
員
団

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

地
域
政
党
京
都
党
市
会
議
員
団

株
式
会
社
京
都
銀
行
頭
取 

土
井　
伸
宏

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
取
締
役
社
長

 

原　
　
典
之

保
団
連
を
は
じ
め
全
国
37
協
会

（
敬
称
略
）



東
北
被
災
地
支
援
の
物
産
展

交
流
か
ね
て
賑
や
か
に

医
療
機
関
の
一
隅
を

お
借
り
し
て

　
ま
ず
、
7
月
29
日
に
東
山
診

療
所
で
開
催
さ
れ
た
「
東
山
平

和
ま
つ
り
」
で
物
産
展
を
開

催
。
講
演
を
中
心
と
し
た
ま
つ

り
の
前
後
で
参
加
者
に
物
産
展

を
Ｐ
Ｒ
。
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど

が
覗
い
て
ゆ
き
、
ど
う
調
理
す

れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
海

藻
類
へ
の
質
問
な
ど
が
飛
び

交
っ
て
い
た
。
ま
た
、
震
災
直

後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
被
災
地

入
り
し
た
人
た
ち
も
お
り
、
当

時
の
話
や
現
在
の
被
災
地
の
状

況
な
ど
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
た
。

　
続
く
31
日
に
は
洛
西
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
病
院
で
、
8
月
1
日
に

催
し
た
。
患
者
さ
ん
を
は
じ

め
、
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
も
多

く
来
店
し
、
大
盛
況
と
な
っ

た
。
こ
こ
で
も
現
在
の
被
災
地

に
つ
い
て
尋
ね
る
人
が
多
く
、

販
売
も
そ
こ
そ
こ
に
宮
古
市
、

あ
る
い
は
東
北
全
体
の
現
状
に

つ
い
て
話
し
込
む
姿
が
印
象
的

だ
っ
た
。

　
ま
た
、
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

病
院
で
は
、
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
を
発
信
基
地
と
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
洛
西
ケ
ー

ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
が
、
医
療
機
関

で
の
被
災
地
支
援
の
取
組
み
紹

介
と
し
て
取
材
に
訪
れ
た
。

　
購
買
者
か
ら
は
「
被
災
地
の

は
亀
岡
シ
ミ
ズ
病
院
で
開
催
。

両
病
院
と
も
外
来
時
間
中
に
受

付
ロ
ビ
ー
な
ど
で
物
産
展
を
開

　
協
会
は
2
0
1
7
年
度
よ
り
新
た
な
被
災
地
支
援

の
取
り
組
み
と
し
て
、
東
北
被
災
地
支
援
物
産
展
の
医

療
機
関
で
の
開
催
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
こ
の
呼
び
か

け
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
東
山
診
療
所
、
洛
西
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
病
院
、
亀
岡
シ
ミ
ズ
病
院
の
3
医
療
機
関
で
、

7
月
29
日
か
ら
3
日
間
、
物
産
展
を
開
催
し
た
。
販
売

は
、
岩
手
県
宮
古
市
の
「
か
け
あ
し
の
会
」。

亀
岡
シ
ミ
ズ
病
院
の
竹
中
溫

院
長
（
右
端
）、
荒
井
達
雄

事
務
部
長
（
左
端
）
と
か
け

あ
し
の
会
代
表
（
中
央
）

開催に尽力いただい
た洛西ニュータウン
病院の咲田雅一院長
（右から 2人目）、
小中宏三事務部長
（ 3人目）、畑田宏
美看護部長（左端）
とかけあしの会代表
（右端）

現
状
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
」

「
岩
手
ま
で
は
行
け
な
い
け
れ

ど
、
物
産
展
等
で
支
援
で
き
る

の
は
嬉
し
い
」「
ま
た
開
催
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　
協
会
は
、
10
月
に
も
協
力
医

療
機
関
を
得
て
物
産
展
を
開
催

す
る
予
定
だ
が
、
引
き
続
き
開

催
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
場
合
は
、

協
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
い
た

だ
き
た
い
。

保 険 医 年 金
秋の普及期間始まりました

普及期間 9月1日～10月20日まで
加入日 2018年1月1日付

ご加入・増口をご検討の場合は、協会事務局までご連絡下
さい。保険医年金パンフレットをお送りします。

保険医年金は六つの生命保険会社により運営され、「安
全」「安定」「安心」で長期に着実に積み立てられる制度
です。先生のライフプランにあわせて柔軟にご活用いた
だけます。

月　払：1 口    1万円 （30口 30万円まで）
一時払：1 口 50万円

（普及期間ごと40口 2,000万円まで）

予定利率 1.259％
1.361％

（2017年 9月 1日現在）

2016年度 実績利回り

　京都銀行は創立以来、一貫して「地域社会の繁栄に奉仕する」ことを
経営理念としている。近年の経営環境の大きな変化について、少子・高
齢化の進行やさらなる金融緩和政策による貸出利回りの低下、あるいは
FinTechに代表されるようなＩＴ化や生活様式の変化など、今後ますま
す厳しく、また大きく変化していくとしている。このような状況の中、
新たな中期経営計画「Timely & Speedy」を策定し「広域型地方銀行」
としての基盤を最大限に生かし、地域の永続的な発展に貢献することを
目指している。そのための人材育成、収益力、財務健全性などの経営基
盤強化、さらにコンサルティグ機能・サービス力の強化を図るとしてい
る。京都府保険医協会との斡旋融資制度でも健闘している。

　日銀のマイナス金利政策の影響で資金運用環境が悪化したことから、各社は貯蓄性の高い円建ての「一
時払い終身保険」などの販売を相次いで停止・縮小し、保険料等収入は減少した。 そのため資金運用で、
国内金利の低下により国債への投資を抑制した。外債を拡大する流れが加速し、海外事業の成否や外貨建
て商品の売れ行きが利益確保の鍵となる。
　今後の課題として、日本銀行の金融緩和による超低金利が長引くなか、各社は国内販売の不振を補うた
め、海外事業の拡大が戦略の要となる。 運用に関しては、国債を中心とした運用から、比較的高利回り
が見込まれる海外などの成長分野に運用先を広げるなど利益の確保を目指している。そのような中、過大
な損失の発生を防止するためのリスク管理体制の整備を行うなど、各社はより一層の資産運用の強化と健
全性に向けた取り組みを行っている。

　2015年に駆け込み需要があった火災保険については反動で収入は減少したが、自然災害で大規模な台風
が少なく保険金の支払いも減少した。2016年４月の熊本地震や８月の岩手県の豪雨被害が発生した一方、
首都圏の大きな災害被害が減少したことで支払額が縮小した。 また、主力の自動車保険分野では安全技
術の向上で事故が減っており、利益押し上げに寄与した。ただし、少子高齢化による国内事業の頭打ちや
若年層の車離れの問題もあり、今後も海外事業がけん引する形で各社とも増益を見込んでおり、海外事業
の強化が中長期的な課題となっている。
　このような中、協会関係各社は世界トップ水準の保険金融グループとして、企業価値の向上と健全な事
業運営を行い、グループとしての総合力を結集してさらなる収益力の強化を行っている。その結果、十分
な純資産を保持し、ソルベンシー・マージン比率も引き続き健全な水準を保っている。

保険金支払能力に対する格付けは、保険会社の保険債務が約定通り支払われる確実性に
ついてのR＆Iの意見であり、個々の保険契約の支払いの程度に対する意見ではない。
ＡＡ……保険金支払能力は極めて高く、優れた要素がある。
Ａ………保険金支払能力は高く、部分的に優れた要素がある。
プラス（＋）、マイナス（－）表示…
　　　　 AA格からCCC格については、上位格に近いものにプラス、下位格に近いも

のにマイナス表示をすることがある。

※１　 損害保険会社の保険本業での「収益力」を示す指標。正味損害率と正味事業比率の合算値。一般的にこの値が低いほど
保険会社の収益性が高いといわれている。

※２　 通常の予測を超えて発生するリスク（大災害等）に対応できる「支払余力」を有しているかを判断する行政監督上の指
標のひとつ。この比率が200％を下回った場合、監督当局により早期是正措置がとられる。

発行体格付けは、証券の購入、売却、または保有を奨めるものではなく、また、時価や
特定の投資家に対するその証券の適合性について言及するものでもない。
Ａ……… 債務を履行する能力は高いが、上位二つの格付けに比べ、事業環境や経済状況

の悪化からやや影響を受けやすい。
プラス記号（＋）、マイナス記号（－）…
　　　　 「AA」から「CCC」までの格付けには、プラス記号またはマイナス記号が付

されることがあり、それぞれ各カテゴリーの中での相対的な強さを表す。

斡旋融資制度

保険医年金制度

医師賠償責任保険・休業補償制度

協会共済制度関係会社2016年度決算

株式会社京都銀行

自己資本比率
国  内  基  準（4％以上） 12.07％（12.95％）
国際統一基準（8％以上） 19.26％（18.30％）

開示債権の
引当・保全状況

残高 754億円（870億円）
保全率 90.4％（89.8％）

当期純利益 177億円（204億円）

総資産 8兆8,928億円
（8兆1,436億円）

格付け（R＆I） A＋

Ｒ＆Ｉ 格付投資情報センター

S＆P  スタンダード＆プアーズ

解説　格付けについて

三井生命保険株式会社 明治安田生命保険相互会社 富国生命保険相互会社
基礎利益 524億円（316億円） 4,723億円（4,599億円） 889億円（923億円）

実質純資産額 1兆1,069億円
（1兆1,854億円）

9兆5,639億円
（9兆5,156億円）

1兆6,236億円
（1兆6,789億円）

ソルベンシー・マージン比率※2 914.5％（833.6％） 945.5％（938.5％） 1,214.8％（1,321.8％）
格付け（S＆P） A－ A A

日本生命保険相互会社 太陽生命保険株式会社 第一生命保険株式会社
基礎利益 6,349億円（6,981億円） 534億円（538億円） 3,921億円（4,654億円）

実質純資産額 16兆2,317億円
（16兆8,472億円）

1兆0,354億円
（1兆2,512億円）

8兆8,809億円
（10兆0,729億円）

ソルベンシー・マージン比率※2 896.0％（903.7％） 848.6％（890.6％） 850.5％（900.8％）
格付け（S＆P） A＋ A A＋

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 三井住友海上火災保険株式会社
正味収入保険料 2兆1,656億円（2兆2,184億円） 1兆4,696億円（1兆5,074億円）
正味損害率 63.2％（63.7％） 61.2％（58.9％）

コンバインド･レシオ※1 95.2％（95.3％） 92.4％（89.9％）
当期純利益 1,644億円（1,262億円） 1,645億円（1,139億円）
純資産額 1兆4,552億円（1兆3,248億円） 1兆6,450億円（1兆5,274億円）

ソルベンシー･マージン比率※2 677.0％（729.3％） 657.9％（585.9％）
格付け（R＆I） AA－ AA－

※（　）内は2015年度の数値

盛
況
と
な
っ
た
東
山
診
療
所

の
よ
う
す
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読売新聞大阪本社編集委員　原　昌平

の

74

ジャズを楽しむ会

お申込みは協会事務局（☎075-212-8877）まで

（
80
歳
代
後
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
が
義
理
の
娘
と
生
理
検

査
室
へ
向
か
っ
て
、
通
路
壁
寄

り
を
歩
行
中

に
、
階
段
と
廊

下
の
交
差
所

で
、
臨
床
検
査

技
師
と
出
会
い

頭
に
衝
突
。
2
〜
3
ｍ
後
退
り

し
た
後
に
転
倒
し
た
。
Ｃ
Ｔ
検

査
の
結
果
、
右
大
腿
骨
頚
部
骨

折
と
診
断
さ
れ
た
。
医
療
機
関

に
整
形
外
科
が
な
い
た
め
別
の

Ａ
医
療
機
関
へ
転
院
搬
送
。
右

大
腿
骨
人
工
骨
頭
置
換
術
（
セ

メ
ン
ト
入
り
）
が
施
行
さ
れ

た
。
患
者
は
退
院
し
て
同
日
特

養
に
入
所
し
、
そ
の
2
日
後
、

そ
こ
で
も
再
度
転
倒
し
て
硬
膜

外
血
腫
と
診
断
さ
れ
た
。

　
患
者
側
の
希
望
は
、
歩
行
可

能
な
状
態
に
戻
し
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
、
明
確
な
賠
償
請

求
は
行
わ
な
か
っ
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
患

者
と
衝
突
し
た
の
が
見
舞
客
等

と
違
い
、
医
療
機
関
の
職
員
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
賠
償
責
任

が
全
く
な
い
と
は
断
言
で
き
な

い
と
し
た
。
ま
た
、
臨
床
検
査

技
師
は
過
去
に
も
、
複
数
回
に

わ
た
り
衝
突
事
故
を
経
験
し
て

い
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
な

お
、
再
発
防
止
の
た
め
、
今
後

は
衝
突
の
可
能
性
の
高
い
場
所

に
は
ミ
ラ
ー
を
設
置
し
て
、
職

員
に
対
し
て
は
基
本
的
に
廊
下

の
端
で
は
な
く
、
中
央
を
歩
く

よ
う
に
指
導
す
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

1
カ
月
間
を
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
医
療
機
関
内
に
は
高
齢
者
が

多
い
こ
と
を
臨
床
検
査
技
師
は

も
っ
と
自
覚
す
べ
き
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
。
ま
た
、
臨
床
検
査
技

師
は
複
数
回
に
わ
た
り
他
者
と

衝
突
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
も

問
題
視
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
全
面
的
に
医
療
機
関
側
の

不
注
意
と
す
る
の
も
極
端
で
あ

る
。
患
者
も
歩
行
中
は
前
方
を

よ
く
見
る
な
ど
、
注
意
す
べ
き

点
が
な
か
っ
た
と
は
言
え
な

い
。
ま
た
、
も

し
衝
突
し
た
の

が
高
齢
者
で
な

け
れ
ば
、
衝
突

を
し
て
も
骨
折

に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
可
能

性
は
極
め
て
高
く
、
骨
折
そ
の

も
の
は
患
者
の
素
因
も
影
響
し

て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。
な
お
、
退
院
後
の
転
倒
事

故
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
事
故

と
因
果
関
係
が
な
い
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
は
、
全
面
的
で

は
な
い
に
し
ろ
一
部
不
注
意
が

あ
っ
た
と
し
て
、
賠
償
金
を
患

者
側
に
提
示
し
て
示
談
し
た
。

　
Ｑ
、
患
者
さ
ん
が
治
療
用
装

具
の
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る

際
に
、
医
師
の
指
示
書
、
理
由

書
、
証
明
書
を
添
付
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
記
載
費

用
は
、
Ｂ
0
1
3
療
養
費
同
意

書
交
付
料
を
算
定
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
Ａ
、
療
養
費
同
意
書
交
付
料

は
、
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

　
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
（
Ｂ

Ｉ
）
と
い
う
方
式
が
関
心
を
集
め

て
い
る
。
国
民
ま
た
は
住
民
の
全

員
に
無
条
件
で
一
定
額
の
金
銭
を

政
府
が
定
期
的
に
給
付
す
る
政
策

だ
。
Ｂ
Ｉ
が
あ
っ
て
も
、
働
い
て

収
入
を
得
て
、
よ
り
豊
か
な
暮
ら

し
を
す
る
の
は
自
由
で
あ
る
。

　
保
険
料
を
納
め
た
人
へ
の
給
付

を
原
則
と
す
る
社
会
保
険
方
式
と

も
、
低
所
得
者
を
対
象
に
す
る

「
選
別
主
義
」
の
福
祉
と
も
異
な

り
、
究
極
の
「
普
遍
主
義
」
の
給

付
で
あ
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は

今
年
か
ら
失
業
者
に
限
定
し
て
実

験
的
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
最
低
限
度
の
生
活
を
営
め
る
金

額
を
Ｂ
Ｉ
で
給
付
す
る
場
合
の
利

点
は
、
①
漏
れ
な
く
給
付
す
る
の

で
、
貧
困
を
な
く
せ
る
②
社
会
保

障
の
行
政
事
務
を
簡
素
化
で
き
る

③
福
祉
給
付
へ
の
ス
テ
ィ
グ
マ

（
恥
の
意
識
）
が
消
え
る
④
生
活

維
持
の
た
め
の
労
働
か
ら
解
放
さ

れ
、
仕
事
や
生
活
の
し
か
た
の
自

由
度
が
増
す
―
―
な
ど
だ
。

　
主
な
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
巨
額
の

財
源
を
要
す
る
点
と
、
勤
労
意
欲

が
低
下
し
て
労
働
力
不
足
・
生
産

力
不
足
を
招
き
、
経
済
が
停
滞
し

な
い
か
と
い
う
懸
念
で
あ
る
。

　
従
来
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ

ず
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
考

え
る
の
は
よ
い
と
思
う
。
し
か
し

実
際
の
導
入
を
想
定
す
る
と
、
い

く
つ
か
の
前
提
が
必
要
に
な
る
。

　
日
本
で
の
導
入
に
つ
い
て
は
1

人
あ
た
り
月
7
万
円
と
す
る
案
が

あ
る
。
大
都
市
圏
で
生
活
保
護
に

よ
る
単
身
者
の
生
活
扶
助
基
準
額

（
月
8
万
円
余
り
）
を
下
回
る
点

に
問
題
が
あ
る
が
、
仮
に
そ
の
水

準
で
日
本
の
住
民
全
員
に
年
84
万

円
を
給
付
す
る
な
ら
1
0
7
兆
円

が
必
要
に
な
る
。

　
一
方
で
基
礎
年
金
、児
童
手
当
、

失
業
給
付
、
生
活
扶
助
、
奨
学
金

な
ど
が
不
要
に
な
る
。
所
得
税
は

基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養

控
除
な
ど
を
廃
止
し
、
税
率
を
大

幅
に
上
げ
る
。

　
企
業
は
社
会
保
険
料
の
事
業
主

負
担
が
減
り
、
家
族
手
当
も
な
く

す
だ
ろ
う
か
ら
、
法
人
税
も
上
げ

る
。さ
ら
に
基
礎
年
金
の
積
立
金
、

資
産
課
税
、
消
費
増
税
な
ど
を
足

せ
ば
、
財
政
的
に
実
現
不
可
能
と

は
限
ら
な
い
よ
う
だ
。

　
財
源
は
赤
字
国
債
で
も
よ
い
、

日
銀
へ
の
債
務
は
気
に
し
な
く
て

よ
い
、
Ｂ
Ｉ
を
導
入
す
れ
ば
消
費

が
増
え
て
経
済
が
活
性
化
す
る
、

と
考
え
る
経
済
学
者
も
い
る
。

　
た
だ
し
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い

重
要
課
題
が
あ
る
。
人
に
よ
っ
て

生
活
に
欠
か
せ
な
い
コ
ス
ト
に
差

が
あ
る
こ
と
だ
。
医
療
・
介
護
・

障
害
者
福
祉
に
自
己
負
担
が
あ
る

ま
ま
だ
と
、
病
気
、
障
害
、
高
齢

な
ど
で
Ｂ
Ｉ
以
外
の
収
入
を
得
ら

れ
な
い
人
が
生
き
て
い
け
な
い
。

額
の
大
き
い
住
宅
費
、
教
育
費
も

Ｂ
Ｉ
で
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

　
で
あ
れ
ば
医
療
、介
護
、住
宅
、

教
育
を
全
面
無
料
化
す
る
か
、
低

所
得
者
の
み
無
料
に
す
る
か
、
そ

の
部
分
の
生
活
保
護
を
残
す
か
。

生
存
と
教
育
を
支
え
る
コ
ス
ト
の

平
準
化
こ
そ
、
基
本
生
活
費
の
保

障
を
理
念
と
す
る
Ｂ
Ｉ
の
前
提
条

件
で
あ
り
、
Ｂ
Ｉ
の
導
入
よ
り
先

に
解
決
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

　
Ｂ
Ｉ
に
は
、
異
な
る
思
想
的
源

流
が
あ
る
。
一
つ
は
政
府
か
ら
の

給
付
は
Ｂ
Ｉ
だ
け
に
し
て
、
や
や

こ
し
い
福
祉
制
度
は
全
部
や
め
て

し
ま
え
と
い
う
新
自
由
主
義
的
な

発
想
。
も
う
一
つ
は
労
働
や
生
活

の
自
由
度
を
高
め
た
い
と
い
う
発

想
。
残
念
な
が
ら
生
存
権
保
障
や

福
祉
の
観
点
に
立
っ
た
議
論
は
弱

く
、
そ
の
角
度
か
ら
の
て
い
ね
い

な
検
討
が
欠
か
せ
な
い
。

　
勤
労
意
欲
が
低
下
す
る
か
ど
う

か
は
見
方
が
分
か
れ
る
。
現
実
的

に
は
、
人
工
知
能
や
ロ
ボ
ッ
ト
の

発
達
で
生
産
性
が
大
幅
に
高
ま

り
、
雇
用
が
減
少
す
る
社
会
状
況

が
前
提
に
な
る
だ
ろ
う
。

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
の
前
提
条
件

院
内
の
廊
下
は
中
央
を
歩
き
ま
し
ょ
う

金
融
共
済
委
員
会

（
8
／
23
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
共
済
関
係
各
社
決
算
報
告
会

　
2
0
1
6
年
度
の
共
済
関
係

各
社
の
決
算
報
告
を
受
け
ま
し

た
。（
関
連
6
面
）

②
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
2
件
、
加
入
審
査
2
件

を
審
査
し
全
件
可
決
し
ま
し
た
。

③
融
資
諮
問
分
科
会

　
3
件
を
審
査
し
全
件
可
決
し

ま
し
た
。

指
圧
、
は
り
、
き
ゅ
う
の
施
術

に
係
る
同
意
書
ま
た
は
診
断
書

を
交
付
し
た
場
合
に
算
定
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
治
療

用
装
具
の
療
養
費
の
支
給
に
関

す
る
書
類
記
載
で
は
、
算
定
で

き
ま
せ
ん
。
保
険
給
付
を
受
け

る
た
め
の
証
明
で
あ
る
た
め
、

保
険
医
は
無
償
で
交
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
療
養
担
当

規
則
第
6
条
）。

　好評の雇用管理講習会と保険講習会を併せて開催します。円滑な雇用
関係を築くための雇用管理のポイントと保険診療の落とし穴にはまらな
いためのレセプト審査のポイントをわかりやすく解説します。

日　時 10月26日（木） 午後２時～３時30分 
 ①雇用管理 午後２時～３時
 ②レセプト審査対策 午後３時～３時30分
場　所 舞鶴西総合会館 3階 林業センター会議室
 （舞鶴市字南田辺１番地）

講　師 ①桂労務社会保険総合事務所所長　桂　好志郎 社会保険労務士
 ②京都府保険医協会事務局

　最近、医療機関での労使トラブルが増えています。スタッフとのトラ
ブルを未然に防ぎ、円滑な雇用関係を築くためには、どのような点に留
意すれば良いのかをアドバイスします。

日　時 11月30日（木）午後２時～４時 
場　所 京都府保険医協会・会議室
講　師 桂労務社会保険総合事務所所長　桂　好志郎 社会保険労務士

参加費 無料
定　員 50人
（要申込）

参加費 無料
定　員 50人
（要申込）

舞鶴
開催

医院のための

雇用管理講習会

雇用管理＆レセプト審査対策講習会

知っておきたい

医院のための

2 0 1 7 年 (平成 2 9 年) 9 月 1 0 日 第 3 0 0 9 号京 都 保 険 医 新 聞( 7 ) 毎月10日･25日発行

お申込み・
お問い合わせは
文化担当まで。

日　時 10月7日（土）
 午後８時～10時
場　所 「ル・クラブ・ジャズ」
演　奏 角田 浩（p）トリオ
 ※ジャムセッションもあります

参加費 会員　　　　：1,500円
 家族・従業員：2,500円
  （ワンドリンク付。その後の飲

物各自負担。なお、軽食はあり
ません）

※ セッション参加ご希望の方は事前にご連
絡下さい。
※ 駐車スペースはありませんので公共交通
機関をご利用下さい。
※ ご家族・従業員の方の参加も歓迎いたし
ます。お誘い合わせの上どうぞ。

定 員
先着40人



　
助
産
師
も
奄
美
は
ダ
イ
ビ
ン

グ
が
楽
し
め
る
と
あ
っ
て
短
期

で
派
遣
で
や
っ
て
く
る
。
ど
っ

ち
が
本
職
か
わ
か
ら
な
い
。
実

は
大
島
に
は
3
年
半
ほ
ど
滞
在

し
た
が
、
は
じ
め
の
1
年
ほ
ど

は
珍
し
さ
も
あ
っ
て
新
鮮
な
毎

日
を
送
っ
て
い
た
が
、
だ
ん
だ

ん
島
の
生
活
に
慣
れ
る
に
し
た

が
っ
て
拘
禁
ス
ト
レ
ス
の
よ
う

な
精
神
状
態
に
陥
り
、
一
刻
も

早
く
島
か
ら
脱
出
し
た
く
て
し

よ
う
が
な
か
っ
た
。
島
か
ら
出

る
た
め
に
は
分
娩
が
い
つ
あ
る

か
わ
か
ら
な
い
の
で
代
わ
り
の

医
師
の
手
配
が
要
る
。
東
京
や

名
古
屋
の
フ
リ
ー
タ
ー
の
先
生

の
到
着
を
待
っ
て
奄
美
北
部
の

空
港（
１
）
に
送
迎
し
て
も
ら
っ

た
。
鹿
児
島
を
経
由
し
て
伊

丹
、
伊
丹
か
ら
リ
ム
ジ
ン
で
新

大
阪
、
そ
し
て
Ｊ
Ｒ
で
自
宅
に

向
か
う
が
、
電
車
が
む
や
み
に

懐
か
し
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ

と
離
島
は
自
然
が
一
杯
だ
が
文

化
を
享
受
す
る
の
に
は
ま
こ
と

不
便
、
好
き
な
コ
ン
サ
ー
ト
に

も
行
け
な
い
。
あ
あ
、
そ
う
そ

う
奄
美
に
も
一
応
、
屋
仁
川
と

い
う
飲
み
屋
街
は
あ
っ
て
ラ
イ

ブ
の
店
も
あ
り
マ
ン
シ
ョ
ン
で

一
緒
だ
っ
た
歯
科
医
の
先
生
と

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
と
い
う
店
に
時

々
、
生
を
聴
き
に
い
っ
た
も
の

だ
。
そ
れ
か
ら
黒
糖
焼
酎（
２
）

を
片
手
に
カ
ラ
オ
ケ
を
歌
い
ま

く
り
い
い
気
持
ち
に
な
れ
ば
な

ぜ
か
深
夜
に
出
産
で
呼
ば
れ
、

天
国
か
ら
地
獄
（
お
め
で
た
い

が
）
の
修
羅
場
が
待
っ
て
い

る
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
血
中
濃
度

が
高
い
う
ち
の
午
前
2
時
の
出

産
は
つ
ら
い
が
さ
ら
に
追
い
打

ち
を
か
け
る
よ
う
に
再
び
午
前

4
時
に
呼
ば
れ
て
お
産
に
立
ち

合
い
無
事
、
生
ま
れ
て
ほ
っ
と

し
た
の
も
つ
か
の
ま
産
後
の
大

出
血
に
遭
遇
し
た
。
だ
い
ぶ
覚

め
て
い
た
の
で
落
ち
着
い
て
対

応
で
き
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
こ

と
も
た
び
た
び
あ
っ
た
。
神
は

見
て
い
る
の
だ
。
大
島
で
還
暦

を
迎
え
た
が
病
棟
で
お
祝
い
を

し
て
い
た
だ
き
感
無
量
で
あ
っ

た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
潮
時
と
判
断

し
奄
美
を
去
る
こ
と
に
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な

特
異
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ

い
た
奄
美
大
島

の
人
達
に
は
感

謝
申
し
上
げ
た

い
。
今
は
格
安

航
空
で
奄
美
に
飛
べ
る
ら
し
い

が
退
職
し
て
か
ら
訪
れ
て
い
な

い
。

　
（
１
）
そ
ば
に
田
中
一
村
記
念
美

術
館
あ
り
。
一
見
す
べ
し
。

　
（
2
）
奄
美
特
産
の
さ
と
う
き
び

か
ら
造
る
。
今
で
も
愛
飲
す
る
。

第
1
0
9
回
例
会

 

京
都
実
地
医
家
の
会

　
日　
時　
9
月
30
日
（
土
）

午
後
3
時
30
分
〜
6
時

　
場　
所　
ホ
テ
ル
日
航
プ
リ

ン
セ
ス
京
都
3
階「
ヴ
ィ
オ
ラ
」

　
内　
容　
特
別
講
演
Ⅰ
「
現

状
の
糖
尿
病
治
療
を
踏
ま
え
た

　
瀧
本
百
合
子
氏
（
享
年
1
0

4
、左
京
）8
月
3
日
ご
逝
去
。

　
一
瀬
進
氏
（
享
年
82
、
相

楽
）
8
月
6
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

今
後
の
治
療
薬
の
展
望
」
犬
飼

浩
一
氏
（
社
会
医
療
法
人
大
和

会
東
大
和
病
院
糖
尿
病
セ
ン

タ
ー
長
）／
特
別
講
演
Ⅱ
「
乳

腺
手
術
に
お
い
て
懸
案
と
な
っ

て
い
る
二
事
項
に
つ
い
て
」
霞

富
士
雄
氏
（
日
本
乳
癌
学
会
名

誉
会
長
）

　
共　
催　
京
都
実
地
医
家
の

会
（
連
絡
先
：
☎
0
7
5
・
5

8
1
・
0
0
2
4　
医
療
法
人

社
団
片
岡
医
院
）、
大
正
富
山

医
薬
品
株
式
会
社

　
※
会
員
以
外
の
先
生
方
の
ご

参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。
当
日
会

費
1
0
0
0
円
（
当
会
入
会
金

1
0
0
0
円
、年
会
費
不
要
）。

会
終
了
後
に
意
見
交
換
の
場
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　
※
日
医
生
涯
教
育
講
座
受
講

単
位
：
2
単
位
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
コ
ー
ド
：〈
講
演
Ⅰ
〉
76
：

糖
尿
病
1
単
位
、〈
講
演
Ⅱ
〉

1
：
医
師
の
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
0
・
5
単
位
、
15
：
臨

床
問
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
0
・

5
単
位

子どもの
医 療 費

　
2
0
1
7
年
度
に
子
ど
も
の

医
療
費
助
成
を
拡
充
し
た
府
内

自
治
体
は
6
と
な
っ
た
こ
と
が

協
会
調
べ
で
わ
か
っ
た
（
表

1
）。「
高
校
卒
業
ま
で
」
新
た

に
広
げ
た
の
が
井
手
町
と
京
丹

後
市
、
久
御
山
町
（
入
院
の

み
）。
こ
の
年
齢
ま
で
対
象
と

す
る
の
は
京
丹
波
町
、
伊
根
町

を
合
わ
せ
て
6
市
町
と
な
っ
た
。

　
厚
生
労
働
省
が
7
月
7
日
に

公
表
し
た
16
年
度
の
「
乳
幼
児

等
に
係
る
医
療
費
の
援
助
に
つ

い
て
の
調
査
」
結
果
に
よ
る

と
、
16
年
4
月
時
点
で
全
1
7

4
1
市
区
町
村
の
う
ち
通
院
を

「
中
学
卒
業
ま
で
」
対
象
と
す

る
の
は
前
年
か
ら
9
増
の
1
0

0
5
（
58
％
）、「
高
校
卒
業
ま

で
」
も
1
0
9
増
の
3
7
8

（
22
％
）と
、全
体
の
80
％
と
な

り
、
入
院
は
90
％
に
達
す
る
。

　
京
都
府
の
制
度
も
中
学
卒
業

ま
で
を
対
象
と
し
て
お
り
、
こ

れ
に
各
26
市
町
村
が
上
乗
せ
す

る
か
た
ち
で
助
成
を
行
っ
て
い

る
。
た
だ
し
通
院
の
3
歳
以
上

は
月
3
0
0
0
円
超
額
を
償
還

払
い
と
し
て
い
る
た
め
、
京
都

市
は
3
歳
以
上
で
、
亀
岡
市
は

小
学
生
以
上
で
、
向
日
市
・
長

岡
京
市
・
大
山
崎
町
・
舞
鶴
市

は
中
学
生
に
月
3
0
0
0
円
ま

で
の
負
担
が
あ
る
（
表
2
）。

府
内
６
市
町
で
助
成
拡
充

 
京
都
市
な
ど
に
無
料
化
求
め
ネ
ッ
ト
再
開

注 1　拡充部分
注 2　亀岡市の変更は、3人以上の児童がいる世帯（多子世帯）は 200円負担とする

注 3　舞鶴市内での時間内診療は 200円負担、時間外及び市外受診は償還払い
注 4　償還（月 3000円控除）

４
月
実
施

９
月
実
施

井 手 町

南 丹 市

京 丹 後 市

宇 治 市

久 御 山 町

亀 岡 市

京 都 府

京 都 市

亀 岡 市

向 日 市

長 岡 京 市

大 山 崎 町

舞 鶴 市

高校生中学生小学生就学前3歳未満

高校生中学生小学生就学前3歳未満

入院
通院

入院
通院

（対象）

（対象）

入院
通院

入院
通院

入院
通院

入院
通院

入院
通院

入院
通院

入院
通院

入院
通院

入院
通院

入院
通院

現物給付
（負担なし）

償還
（月200円控除）

償還（800
円控除）

現物給付
（3000円負担）

現物給付
（200円負担）

入院
通院

表 1  2017年度拡充の子育て支援医療助成制度

表 2  子育て医療費助成に3000円負担のある自治体

現物給付（負担なし）

現物給付
（200円負担）

現物給付
（200円負担）

現物給付（200円負担）

現物給付（200円負担）

現物給付（200円負担）

現物給付（200円負担）
償還（月 3000円控除） 

現物給付（3000円負担） 

償還 注4

償還 注4

償還 注4

償還 注4現物給付 注3

現物給付（3000円負担）注2 

現物給付（200円負担）

現物給付（200円負担）

現物給付（200円負担）

現物給付（200円負担）

現物給付（200円負担）

現物給付（200円負担）

・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・

こ
の
9
月
か
ら
宇
治
市
は
こ
の

部
分
を
2
0
0
円
負
担
に
、
亀

岡
市
は
3
人
以
上
の
子
ど
も
が

い
る
世
帯
に
限
っ
て
2
0
0
円

負
担
に
し
た
。

　
就
学
前
の
年
齢
に
つ
い
て

は
、
国
が
18
年
度
か
ら
ペ
ナ
ル

テ
ィ
を
廃
止
す
る
こ
と
に
し
た

が
、
京
都
市
は
依
然
3
0
0
0

円
負
担
を
課
し
て
お
り
、
近
畿

府
県
や
他
の
政
令
市
と
比
べ
て

も
重
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
そ
こ
で
保
険
医
協
会
な
ど

で
つ
く
る
「
子
ど
も
医
療
費
無

料
制
度
を
国
と
自
治
体
に
求
め

る
京
都
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
活

動
を
再
開
し
て
、
府
や
京
都
市

な
ど
に
拡
充
を
求
め
て
い
く
こ

と
に
し
た
。
8
月
31
日
に
代
表

者
会
議
を
開
き
、
子
ど
も
の
貧

困
と
受
診
抑
制
の
実
態
調
査
を

進
め
な
が
ら
、本
格
稼
動
す
る
。

協
会
事
務
局
紹
介

氏名
役職／経験年数

奄
美
大
島
赴
任
記
そ
の
二

阿部　純（宇治久世）
土地土土土 5

訃　
報

花山　弘
事務局長／17年

谷口 幸代
次長（総務部会担当次長兼務）

21年

中村　暁
次長／12年

竹ノ内 健志
主任／33年

福原 葉子
補佐／42年

長谷川 大樹
１年

森　充弘
担当次長／28年

横山 美和
主任／18年

川久保いよか
２年

浜松　章
担当次長／28年

二橋 芙紗子
主任／17年

久保 佐世
補佐／36年

丹生 文夫
担当次長／27年

酒井 邦男
主任／16年

重政 悦子
担当次長／36年

加藤 俊勝
担当次長／27年

樋下 光雄
12年

北村 龍司
39年

何
で
も
ご
相
談
下
さ
い
！

私
た
ち
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

☎
０
７
５
・
２
１
２
・
８
８
７
７

理
事
会
・
総
会
か
ら
文
化
活
動
ま
で
！ 

協
会
支
え
る
要
で
す

医
療
制
度
改
善
求
め
情
報
発
信
！

医
院
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

医療トラブルはいつでもご相談を

事
務
局
長

事
務
局
次
長

政策部会 医
療
安
全
対
策
部
会

経
営
部
会

総務部会

保
険
部
会

日常診療の困りごとを解決します！

2 0 1 7 年 (平成 2 9 年) 9 月 1 0 日第 3 0 0 9 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 8 )毎月10日･25日発行
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